
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」予選問題の解答・解説

１ 答え １１８ｍｍ

いくつかの数量を，等しい大きさになるようにならしたものを，平均といいます。

平均は，次の式で求められます。 平均＝合計÷個数

まず，１年間の降水量の合計を求めます。

１月から１０月までの降水量の平均が１２７．８ｍｍ

１１月が７０ｍｍ，１２月が６８ｍｍなので

１２７．８×１０＋７０＋６８ ＝ １４１６

それを，１２で割って平均を求めます。１４１６÷１２＝１１８

一つの式で表すと

（１２７．８×１０＋７０＋６８）÷１２ ＝ １１８ となります。

２ 答え およそ ４１．７％

割合は，次の式で求められます。

割合 ＝ 比べられる量 ÷ もとにする量

比べられる量は，平均よりも降水量が多かった月の数

もとにする量は，１年間の月数なので１２となります。

平均よりも降水量が多かったのは，３月，６月，７月，８月，１０月の５つの月です。

計算すると ５÷１２×１００＝４１．６６６・・・ と６が続いて割り切れません。

「小数第１位までのがい数」なので小数第２位を四捨五入して ４１．７ となります。

３

＜注意＞

127.8 と（70+68）÷ 2
の２つの値で平均を出す

ことはできません。


